
■「アンケート」「チェックリスト」による社員のエコ活動のポイント化、
ポイントを桜苗木に換えての工場緑化等の実施
※アンケート 【▲1,664ｔ-CO2】 、チェックリスト 【▲328ｔ-CO2】

■強化月間の実施による環境意識等の向上
5月：エコ退社 【▲1ｔ-CO2】、 6月：省電力、

7月：エコキャップ収集 【▲1.6ｔ-CO2】、 8～9月：エコドライブ、

10月：ノーカーデー 、 11月：桜植樹、12月：我が家の環境宣言

■３大イベントによる楽しみながらの環境意識の向上
①桜開花イベント：開花予想、フォトコンテスト、花見

②ゴーヤーカーテンイベント：部門毎に出来栄えを競争、収穫した実は食堂で活用 【▲1ｔ-CO2】

③桜植樹イベント：地域の「憩いの場」を目指し工場敷地内に植樹 【概算▲24ｔ-CO2】

・各取り組みへの社員の参加率が高く、着実な環境意識の改善効果、CO2削減効果
が出ている。また、アンケート等で環境意識を「見える化」し、対策に役立てている。

・「遊び」の要素を随所に取り入れ、全員が楽しく参加できるよう工夫を凝らしている。

・今後、社員の家族や周辺住民などを巻き込んでの活動の広がりが期待できる。

ポイント

『廃棄物のリサイクルによるＣＯ２削減』

■社内でのクールビズ、ウォームビズの実施

■文具などのグリーン購入の実施 【購入率：26.3%】

■分別回収の推進、細かい分別によるリサイクル率の向上
【リサイクルセンターにおける中間処理後のリサイクル率：73.94%】

■収集車の移動などで発生するCO2排出量の5%オフセット

①内モンゴルでのカラマツ植林（200本） 【2年間▲135.54kg-CO2】

②回収した廃食油から精製されたBDFの使用 【3年間▲32.98ｔ-CO2】

■環境ポイント制度による自社スタッフの資源物収集活動の推進

■児童・学生に向けた環境学習（ごみ・資源回収体験など）の実施

■収集者・回収拠点としての「エコキャップ運動」推進 【8ヶ月間▲12.93t-CO2】

『環境は未来からの預かり物』

■省エネ・長寿命タイプ蛍光灯などの開発支援・販売促進

自社導入（297本） 【▲5ｔ-CO2】 、

他社導入（128社、約8,000本） 【約1年間▲162.6ｔ-CO2】 、

県立琵琶湖博物館への寄贈（224灯）

■個人レベルで取り組む「ポトリ活動」の推進、社外への普及

「100gのCO2削減=1ポトリ」として、身近でできるCO2削減活動に取り組む。

たまったポイントはエコ商品と交換できるしくみ。(従業員の家族も対象)

【約3年間▲248.5ｔ-CO2】

■市エコドライブ宣言・ノーマイカー通勤運動への参加

■マイカップ・マイボトルキャンペーンへの参加

『エコ交流』

■古着や包装紙、野菜くずから生活に役立つものを楽しみながら作ることで、
ごみの減量や参加者間の交流の実施

①布ぞうりづくり

古着の再利用、余った布もアームカバーなどに活用

②エコグッズづくり

ペットボトルの花入れ、包装紙のポチ袋・封筒など

③エコクッキング

玉ねぎ皮茶、パン耳のメロンパン、野菜くずのスープなど

■講座等による啓発の実施

①市民センターでの古着のリサイクル講座の実施

②バザーでの不用品、製作した布ぞうりなどの販売 （収益はすべて在住外国人支援のために寄付）

③市民交流イベントでの広報活動 （啓発パネル・エコグッズの展示、布ぞうりづくりの実演）

『桜・プロジェクト ～未来を考える今、30年後の滋賀製作所に向けて～』

・「エコ」を通して「交流」という本来の目的に取り組むことで、在住外国人の方にも日本
の「もったいない文化」を伝えており、今後の活動の広がりに期待できる。

・団体での活動にとどまらず、講座やイベントといった様々な機会で、自らの取り組み
を積極的に広報し、活動の輪を広げている。

ポイント



～今までの受賞者～

この賞は、市内で行われている優れた地球温暖化防止の取り組みを表彰す
ることで、温暖化防止に向けた取り組みを地域に発信し、普及拡大させるこ
とを目的としています。

受賞内容を参考に地球温暖化防止に向けてみんなで取り組みましょう。

詳しくはこちら http://www.city.kusatsu.shiga.jp/www/contents/1227597811993/index.html

発行：草津市環境課

TEL : 077-561-2341(直通) FAX : 077-561-2479 Email : kankyo@city.kusatsu.lg.jp

久泉 正一郎さん

太陽熱・太陽光利用、ゴーヤーカーテンなど

■給湯には、一部太陽熱温水器を利用

■エアコン４台を省エネ型に買い換え

■センサ感知式外灯、太陽光蓄電式の小型灯を設置

■太陽光発電の設置

■ゴーヤーカーテン、ヨシズによる断熱

■雨水桶を設置し、庩木の散水に利用

■ ３km以内の近距離は、バイクで移動

吉倉 定一さん

生ごみの堆肥化、環境意識の啓発など

■生ごみの堆肥化によるごみの減量

■地域の団体でアルミ缶や古紙等の資源物を回収

■地域のポイ捨てごみ拾い

■環境意識啓発用の標語を町内に設置

■省エネ型冷蔵庨に買い換え

■雨水桶を設置し、庩の散水や盆栽の水やりに利用

第３回
草津市
地球温暖化
防止大賞

＜第1回＞（平成2０年度）

企業部門【大賞】ビジネスホテルアサヒ 【優秀賞】寿司清、がんさん

団体部門【大賞】桜ヶ丘町内会 【優秀賞】子育て支援グループはな・はな

家庭・個人部門 【大賞】森田勝博さん

【優秀賞】ともやんファミリーさん、藤井光雄さん、鳥居實さん

＜第2回＞（平成21年度）

企業部門【大賞】株式会社パナソニック マーケティングスクール

【優秀賞】日本ガラストロニクス株式会社、西日本旅客鉄道株式会社 草津駅、学誠舎

団体部門【大賞】草津商工会議所

家庭・個人部門【大賞】小森武志さん 【優秀賞】前田勝夫さん、古川賢さん


